
いにしえの奈良の都
の八重桜けふ九重に
においぬるかな

色見えで移ろふものは世の中の
人の心の花にぞありける

あをによし奈良の
都は咲く花のにほふがごとく
今盛りなり

　　　　　夏草や兵どもが夢の跡

　～負けじと秋冬春を詠む～
秋深き隣も小水ながき人(肥大老)
朝ぼらけ破竹の響き湿り雪(故郷冬)
七重や穿つ蝶にて八重桜 (70 古希の春)
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